
人
間
生
活
と
物

ノ、

問

以
上
一
篤
信
者
三

ω
封
話
念
、
綴
－

o賢
型
の
御
批
判
御
敬
正
を
待
も
ま
す
。
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無
妙
法
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華
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以
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人
間
生
活
ご
物
ー
。
そ
れ
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
、
人
間
生
活
は
物
が
無
け
れ
ば
管
ま
れ
な
い
か
ら
だ
。

そ
の
閥
係
を
御
妙
判
に
拝
す
る
と
．
『
但
有
待
の
依
身
な
れ
ば
着

F
れ
ば
風
身
に
泌
み
、
食
は
ぎ
れ
ば
命
持
ち
難
し
。

燈
に
油
彩
』
注
が
や
、

火
に
薪
を
加
ヘ
ゴ
る
が
如
し
、

命
い
か
で
か
つ
ヤ
ぺ
告
や
ら
ん
。

命
つ
づ
き
難
〈
つ
ぐ
べ
き
力

絶
て
ば
、
或
は
一
日
乃
五
五
け
阪
に
法
本
経
論
調
の
一
背
も
絶
え
ぬ
べ
し
』
（
縮
一
八
一
九
九
、
松
野
殿
女
房
倒
挺
事
〉
と
、
本
化
上
行

の
御
身
も
や
は
b
人
間
的
生
活
に
は
麓
b
は
な
か
っ
た
。

物

l
l！
と
b
わ
け
衣
食

rけ
で
も
吾
人
の
生
活
か
ら
引
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
関
係
に
あ
る
の
充
。
故
に
物
を
離
れ

て
吾
人
の
生
活
は
な
く
、
吾
人
生
活
の
す
ぺ
て
は
物
だ
と
き
へ
云
ひ
得
る
。

然
し
な
が
ら
物
の
み
の
生
活

l
l、
そ
れ
が
人
間
生
活
の
珂
想
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。



然
ら
ば
所
謂
精
神
生
活
と
い
ふ
の
か
？

否
！
精
神
生
活
と
い
ふ
も
畢
一
克
物
質
の
上
に
建
て
ら
れ
た
生
活
で
あ
っ
て
、
物
質
主
度
外
視
し
て
精
神
生
活
と
い
ふ

も
の
は
あ
ち
得
る
い
。

こ
、
に
於
て
吾
人
は
若
し
、
物
質
に
不
自
由
な
く
し
て
日
夜
慌
悩
す
る
人
と
、
身
乞
食
の
低
主
に
あ
b
て
心
中
光
風

審
月
を
賞
す
る
人
あ
り
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
雨
者
は
吾
人
の
開
想
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
思
ふ
だ
ら
う

j
i－－：。

物
心
協
調
の
向
上
日
換
言
す
れ
ば
、
物
に
封
す
る
透
徹
な
る
認
識
に
依
る
澗
願
、
印
ち
物
質
生
活
の
徹
版
的
霊
化
。
乙

れ
乙
そ
人
間
生
活
の
異
の
珂
想
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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れ
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山
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樫
咲
く
に
や
紅
の
棚
一
安
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せ
、
ら
ぎ
の
枕
に
附
き
て
小
夜
更
け
る
風
な
き
窓
に
月
ぞ
か
た
む
〈

口

下
b
行
く
坂
道
け
は
し
山
里
に
落
葉
背
な
く
時
雨
降
る
か
な

口

身
に
泌
み
る
寒
ヨ
に
集
う
い
ろ
b
謹
に
竹
の
ふ
し
を
れ
耳
に
す
る
な
b

山
虫
の
一
年

一
八
五


